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（スライド１）

オリンパスの⽵内です。

ご多忙の中、オリンパス株式会社「2016年3⽉期第3四半期決算（発表）説明会」
にお集まりいただき誠に有難うございます。

それでは早速、決算概況についてご説明申し上げます。
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（スライド２）
スライドの２ページをご覧下さい。

今第3四半期決算における主なポイントはこちらの2点です。

まず、1点⽬ですが、連結営業利益がリーマンショック以降の過去最⾼となりまし
た。特に、主⼒の医療事業が好調に推移し全社業績を牽引、医療事業は3期連続で
過去最⾼実績となりました。

2点⽬は通期業績⾒通しです。⽶国司法省との協議進捗を受け、第3四半期に損失
引当⾦を追加計上しました。また、中国市場の景気減速などマクロ経済に不透明
な要素もございますが、これらを吸収し、従来の年間⾒通しを引き続き達成でき
ると⾒込んでいる点です。
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（スライド３）

それでは、第3四半期の決算概況について、詳しくご説明申し上げます。
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（スライド4）
スライドの4ページをご覧下さい。
こちらは連結の業績概況です。

売上⾼は前年同期⽐8%増の5,925億円、営業利益は19%増の737億円となりま
した。また、営業利益率は12.4％と前年同期⽐で約1ポイント改善し、収益性も
向上しています。これは、利益率の⾼い医療事業の⽐率が⾼まったことで、合わ
せて円安の効果も含め、売上総利益率が改善したことが⼤きく寄与しています。

経常利益についても、好調な医療事業による増益に加えて、営業外収⽀の改善な
どにより、前年同期⽐34％増の647億円となりました。

当期純利益は先ほど申し上げた⽶国司法省との協議の進捗により、156億円の引
当⾦を追加で計上しましたが、繰延税⾦資産の加算など税引当ての減少効果もあ
り、前年同期⽐34％増の429億円となりました。



（スライド5）
スライドの5ページをご覧下さい。
続きまして、セグメント別の状況についてご説明申し上げます。

医療事業は、第3四半期として過去最⾼の売上⾼、営業利益を計上し、引き続
き全社業績を牽引しています。

映像事業は、継続的な販管費の削減などにより、前年同期の営業⾚字から⼤き
く改善し、上期に引き続き、⿊字を確保することができました。
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（スライド6）
スライドの6ページをご覧下さい。
続きまして事業別の決算状況になりますが、こちらは、医療事業です。

内視鏡、外科、処置具の全分野で2桁成⻑を達成し、第3四半期累計の売上⾼は、前年
同期⽐12%増の4,452億円、営業利益は17%増の986億円となりました。

主⼒の内視鏡ですが、全地域で増収となり、全体でプラス13%の成⻑となりま
した。特に国内マーケットは、この10-12⽉期において国⽴病院等の⼀部で予算
執⾏の回復が⾒られ、成⻑を牽引しました。

⼀⽅、外科分野は、海外が好調に推移し、全体で10%の増収となりました。特に、欧⽶マー
ケットにおいて、エネルギー分野のサンダービートが⼤きく増収に貢献しています。

処置具分野は、北⽶で引き続き販売体制強化の成果が出ているほか、新製品効果などもあ
り12%の増収となりました。

また、営業利益率は戦略投資による費⽤増を、増収および粗利改善でカバーし、1ポイント
上昇し、約22パーセントとなりました。
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（スライド7）
スライドの7ページをご覧下さい。
科学事業の決算概況です。

第3四半期累計の売上⾼は、前年同期⽐1％増の735億円、営業利益は前年同期⽐
56%増の56億円となりました。

営業利益は、円安の効果や、収益性の⾼い産業分野の⽐率が⾼まったことに加え
、 ⽣産販売計画の適正化による原価改善等により、⼤幅な増益となりました。そ
の結果、営業利益率は前年同期⽐で3ポイント改善し、収益性が⼤きく向上してい
ます。

尚、10-12⽉期の第３四半期だけでは、研究施設の予算執⾏が抑制されたことや、
企業の設備投資意欲が鈍化傾向にあることから、減収となりましたが、収益性の
改善により、前年同期並みの営業利益を確保することができました。
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（スライド8）
スライドの8ページをご覧下さい。
映像事業です。

第3四半期累計の売上⾼は、前年同期⽐2％増の620億円。営業利益も上期に
続き、⿊字を確保することができました。

主⼒のミラーレスカメラは、国内と欧州でOM-Dシリーズを中⼼に販売が好調
に推移し、売上⾼は11％増の410億円、販売台数も12％増の43万台となりま
した。

営業損益は、円安の悪影響があったものの、ミラーレスの増収効果や、広告
宣伝費、販売促進費、研究開発費等の販管費削減を進めたことで⿊字を確保
し、順調に推移しています。
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（スライド9）
スライドの9ページをご覧下さい。
地域別の販売状況です。

連結ベースでは、医療事業が牽引し、全地域で増収となっています。

右側のグラフは医療事業だけを抜き出したものですが、こちらも全地域で増収で
す。

特に、北⽶マーケットは、主⼒の消化器内視鏡および外科内視鏡が堅調に推移し
たほか、戦略製品のサンダービートが好調に推移したことなどにより、前年同期
⽐21%増の⼤幅増収となりました。

尚、減速懸念のある中国市場については、病院の予算執⾏鈍化の影響を処置具や
エネルギーデバイスなど、ディスポーザブル製品の拡販でカバーし、2桁成⻑を
確保しています。



1010

（スライド10）
スライドの10ページをご覧下さい。

バランスシートの状況です。

まず、デジタルカメラの在庫ですが、⽣産⾯のコントロールを確実に実⾏し、
ミラーレスカメラの販売が好調に推移したこと等から、2015年3⽉末から80
億円減少の157億円、回転⽉数では、適正レベルと考えております、2.6ヶ⽉
となりました。

有形固定資産は2015年3⽉末⽐で175億円増加しました。これは主に、医療事
業の主⼒製造拠点である東北地⽅の3つの⼯場の⽣産能⼒増強に伴った設備投
資によるものです。

有利⼦負債は期⽇弁済などにより、2015年3⽉末⽐で約400億円減の3,142億
円となりました。また、順調な当期純利益を受けて、⾃⼰資本⽐率は2015年3
⽉末⽐で約4ポイント改善し、36.7％となりました。
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（スライド11）
スライドの11ページをご覧下さい。
キャッシュフローの状況です。

営業キャッシュフローは、好調な医療事業を中⼼とした事業から創出するキャッ
シュに加え、売上債権の減少などにより、849億円のプラスとなりました。

投資キャッシュフローは、 393億円のマイナスとなりました。これは先ほどご説
明した、医療事業の主⼒製造拠点への設備投資など、有形固定資産取得に関する
費⽤が増加したものです。

以上により、フリーキャッシュフローは、前年同期⽐で約3倍の456億円となり
ました。

なお、財務キャッシュフローですが、有利⼦負債を返済したことにより、460億
円のマイナスとなりました。
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（スライド12）
次に、2016年3⽉期の業績⾒通しについてご説明いたします。
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（スライド13）
スライドの13ページをご覧下さい。

冒頭申し上げました通り、追加の損失引当⾦計上や、マクロ環境悪化の影響等がご
ざいますが、医療事業を中⼼に事業が堅調に推移していることに加え、法⼈税等の
減少もあり、従来の業績⾒通しを引き続き達成できる⾒込みです。

売上⾼は前年同期⽐７%増の8,160億円、営業利益は10%増の1,000億円、経常利
益は18％増の860億円、当期純利益は前年の純損失から改善し、 560億円となる
⾒通しです。
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（スライド14）
スライドの14ページをご覧下さい。

セグメント別の⾒通しです。

医療事業は、売上⾼、営業利益ともに⼤きく成⻑し、過去最⾼業績を更新、全
社業績を牽引する⾒通しです。

科学事業は、事業環境の悪化により、従来の売上⾼⾒通しを⼀部下⽅修正しま
した。
⼀⽅、映像事業で第3四半期までの売上⾼が、計画を上回って進捗したことに
より、売上⾒通しを上⽅修正していますが、科学・映像事業共に営業利益につ
いては従来⾒通しを据え置いています。
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最後になりました。

この第3四半期以降、世界経済に不透明感が⾼まるなど、事業環境の変化もご
ざいましたが、当社は全体として、ほぼ計画にそった事業運営、業績確保とな
りました。

残り3ヶ⽉、今期の取り組みを確実に実⾏することで、通期の業績⾒通しを達
成し、次年度よりスタートする新中期経営計画に繋げてまいりたいと思います。

私からは以上です。
ご清聴有難うございました。



16



1717



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29


